
▼
九
州
各
県
議
会
対
抗
野
球
大
会
が
行
わ

れ
、私
達
長
崎
県
チ
ー
ム
は
佐
賀
県
チ
ー
ム
と

対
戦
致
し
ま
し
た
。甲
子
園
の
仇
を
!!
と
夏
の

甲
子
園
大
会
準
決
勝
で
長
崎
日
大
高
が
佐
賀

北
高
に
敗
れ
ま
し
た
の
で
気
合
い
を
入
れ
て

意
気
込
ん
で
試
合
に
臨
み
ま
し
た
が
、残
念
な

が
ら
敢
え
な
く
返
り
討
ち
に
あ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。来
年
は
少
し
で
も
練
習
を
し
て
試
合

に
臨
む
こ
と
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。（
ち

な
み
に
決
勝
戦
は
佐
賀
県
と
熊
本
県
の
対
戦

と
な
り
熊
本
県
が
優
勝
し
ま
し
た
）

▼
山
口
は
つ
み
事
務
所
（
民
主
党
長
崎
県
第

２
区
総
支
部
）
を
開
設
致
し
ま
し
た
。

県
民
、
市
民
の
皆
様
に

よ
り
身
近
で
親
し
ま
れ
る

事
務
所
に
致
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

頂
き
ご
指
導
、
ご
相
談
な

ど
頂
き
ま
す
よ
う
に
お
願

い
致
し
ま
す
。

（
事
務
所
所
在
地：

諫
早
市

多
良
見
町
囲
４
５
２
―

３
）

暑
か
っ
た
夏
も
終
わ
り
朝
夕
は
め
っ
き
り
涼
し
く

な
り
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
良
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、

収
穫
の
秋
、読
書
の
秋
、
行
楽
の
秋
、
食
欲
の
秋
、

等
々
を
そ
れ
ぞ
れ
に
、
ご
健
勝
に
て
楽
し
ま
れ
て
お

ら
れ
る
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

県
議
会
議
員
当
選
後
、半
年
が
経
過
し
６
月
議
会
、

９
月
議
会
と
２
回
の
定
例
議
会
を
経
験
致
し
ま
し
た

が
、
６
月
議
会
以
降
９
月
議
会
ま
で
の
間
に
、
各
種

研
修
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
主
な
も
の
は
、

①
防
衛
議
連
で
佐
世
保
地
区
の
現
地
調
査
を
行
い
、

基
地
の
状
況
を
視
察
。

②
議
会
運
営
委
員
会
で
、
宮
城
、
福
島
、
神
奈
川
の

各
県
議
会
を
視
察
し
、
政
務
調
査
費
の
運
用
状
況

や
議
会
運
営
等
に
つ
い
て
研
修
。

③
農
林
水
産
委
員
会
で
諫
早
、
島
原
地
域
の
農
林
水

産
施
設
、
12
ヶ
所
を
視
察
。

④
観
光
議
連
で
長
崎
地
域
、
諫
早
地
域
の
観
光
対
策

に
つ
い
て
現
地
調
査
を
行
う
。

な
ど
精
力
的
に
新
県
議
と
し
て
勉
強
を
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。今
後
の
県
政
に
活
か
し
て
参
り
ま
す
。

そ
し
て
９
月
定
例
県
議
会
に
お
い
て
一
般
質
問
に

初
登
壇
す
る
機
会
を
頂
き
、
県
政
全
般
に
亘
り
大
き

く
は
６
項
目
の
質
問
及
び
提
言
を
行
い
知
事
お
よ
び

関
係
部
局
長
に
答
弁
を
求
め
具
体
的
に
見
解
を
伺
い

ま
し
た
。

そ
の
中
で
主
要
な
も
の
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

一
般
質
問
に
初
登
壇

一
般
質
問
に
初
登
壇

一
般
質
問
に
初
登
壇

一
般
質
問
に
初
登
壇

一
般
質
問
に
初
登
壇

一
般
質
問
に
初
登
壇

一
般
質
問
に
初
登
壇
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県県政政にに活活力力！！ 地地域域ににぬぬくくももりりをを！！

No.11
だより

長
崎
県
議
会
議
員

長崎県議会議員
こ
の
用
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

事務所：TEL・FAX 0957（43）2800
自　宅：TEL・FAX 0957（44）1003
携　帯：0 9 0（ 2 5 1 4 ）9 8 3 5
E-mail:hatumi@mrh.biglobe.ne.jp

ご相談は
お気軽に！

コ

ラ

ム

江

戸

町

100万本のコスモス（高来町、千陸地） 一般質問で県政を質す（初登壇）

平
成
18
年
度
の
決
算
に
対
す
る
決

算
審
査
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。（
10
月
24
日
か
ら
11
月
２
日
）

山
口
は
つ
み
議
員
も
特
別
委
員
会
の

委
員
と
し
て
決
算
審
査
に
臨
み
ま
し
た
。

昨
年
県
政
史
上
初
め
て
の
決
算
不
認

定
の
要
因
と
な
っ
た
物
品
調
達
の
改
善

を
は
じ
め
各
担
当
部
局
の
決
算
状
況
に

つ
い
て
適
正
に
処
理
が
な
さ
れ
て
い
る

か
真
剣
に
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〈
決
算
概
要
〉

①
一
般
会
計

●

歳
入

７,
１
０
１
億
６,
３
７
１
万
２,
５
６
３
円

（
対
前
年
比
　
99
・
７
％
）

●

歳
出

６,
９
１
５
億
３,
９
６
０
万
６,
７
３
６
円

（
対
前
年
比
　
99
・
０
％
）

②
特
別
会
計
（
11
会
計
）

●

歳
入

１
４
３
億
１,
６
０
６
万
３,
６
３
５
円

（
対
前
年
比
　
90
・
０
％
）

●

歳
出

97
億
５,
８
８
３
万
９,
８
９
３
円

（
対
前
年
比
　
84
・
５
％
）

決
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員

に
選
任
さ
れ
る
！

９
月
定
例
県
議
会
は
９
月
13
日
か
ら
10
月

５
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
催
し
、
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
22
議
案
を
可
決
認
定

し
ま
し
た
。
議
案
の
主
な
も
の
を
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

予
算
議
案（
３
件
）

①
平
成
19
年
度
長
崎
県
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）補
正
額

…
18
億
２,
０
０
０
万
円

②
小
規
模
企
業
者
等
設
備
導
入
資
金
特
別

会
計
補
正
予
算
…
２
億
９,
２
０
０
万
円

③
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
…
９
０
０
万
円

条
例
議
案（
７
件
）

①
警
察
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
及
び
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
化
免
許
証
の
導
入
に
伴
う
改

正
。
平
成
20
年
１
月
〜

②
土
地
改
良
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

特
定
農
業
用
管
水
路
等
特
別
対
策
事

業
（
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
）
を
実
施
す
る

た
め
、
分
担
金
の
率
を
定
め
る
（
諫
早

森
山
、
釜
ノ
鼻
ポ
ン
プ
小
屋
）

③
建
築
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

都
市
の
秩
序
あ
る
整
備
を
図
る
た
め

の
都
市
計
画
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
工
に
伴
う
改
正
（
例
外
的
地

区
、
認
め
る
た
め
の
手
数
料
）

④
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
の
許

可
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

⑤
県
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

県
営
住
宅
に
お
け
る
暴
力
団
排
除
に

関
す
る
規
定
を
定
め
る
　
　
等
他
２
件

事
件
議
案（
９
件
）

①
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
広
域
大
村
東
彼
地
区
６
号
橋
梁
上
部
工

事
の
請
負
契
約

・
浦
上
川
線
高
架
橋
建
設
工
事
の
請
負
契

約
（
下
部
工
）

・
主
要
地
方
道
佐
々
鹿
町
江
迎
線
道
路
改

良
工
事
の
請
負
契
約
（
赤
崎
ト
ン
ネ
ル
）

・
一
般
県
道
鷹
島
肥
前
線
橋
梁
整
備
工
事

の
請
負
契
約
（
本
橋
主
桁
架
設
工
事
）

②
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

公
金
の
不
正
使
用
額
と
そ
の
遅
延
損

害
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
訴
え
（
残

り
２,
８
０
０
万
円
）

③
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

西
海
橋
公
園
整
備
事
業
の
用
地
取
得

等
他
３
件

認
定
議
案
（
３
件
）

平
成
18
年
度
長
崎
県
（
①
病
院
事
業
、

②
港
湾
整
備
事
業
、
③
交
通
事
業
）
会
計

決
算
を
認
定
。

補
正
予

補
正
予
算
18
億
２,
０
０
０
万
円
を
可
決
承
認

０
０
０
万
円
を
可
決
承
認

補
正
予

補
正
予
算
18
億
２,
０
０
０
万
円
を
可
決
承
認

０
０
０
万
円
を
可
決
承
認

補
正
予
算
18
億
２,
０
０
０
万
円
を
可
決
承
認

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て

【
質
問
】
裁
判
員
制
度
は
、
平
成
16
年
、

５
月
に
交
付
が
な
さ
れ
今
そ
の

制
度
運
用
に
か
か
る
諸
準
備
が

展
開
さ
れ
平
成
21
年
５
月
、あ

と
１
年
８
ヶ
月
後
に
具
体
的
に

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、裁
判
員
制
度
の
目
的
、

意
義
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て

い
る
の
か
。

《
答
弁
》
刑
事
裁
判
に
国
民
の
健
全
な

社
会
常
識
を
反
映
さ
せ
、
司
法
に
対

す
る
理
解
の
増
進
と
、
そ
の
信
頼
の

向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

【
質
問
】
裁
判
員
の
選
出
方
法
は
。

《
答
弁
》
選
挙
人
名
簿
を
も
と
に
候
補

者
名
簿
が
作
成
さ
れ
、
こ
の
名
簿
の

中
か
ら
事
件
ご
と
に
、
裁
判
所
に
お

い
て
裁
判
員
６
人
と
補
充
裁
判
員
２

人
が
選
出
さ
れ
る
。

【
質
問
】
長
崎
地
方
裁
判
所
に
お
け
る
、

制
度
の
対
象
と
な
る
事
件
の
年

別
総
数
は
。
裁
判
員
に
な
る
確

率
は
。
年
間
平
均
開
廷
回
数
及

び
審
理
期
間
は
。

《
答
弁
》
過
去
５
年
間
の
該
当
件
数
は
、

27
件
、
45
件
、
34
件
、
31
件
、
24
件

と
な
っ
て
い
る
。

全
国
で
は
年
平
均
３,
４
０
０
件
程

度
と
な
っ
て
い
る
。

自席から再質問



長
崎
国
体

長
崎
国
体 

開
閉
会
式
会
場

開
閉
会
式
会
場
は
諫
早
諫
早
へ
!!!!

長
崎
国
体

長
崎
国
体 

開
閉
会
式
会
場

開
閉
会
式
会
場
は
諫
早
諫
早
へ
!!!!

長
崎
国
体 

開
閉
会
式
会
場
は
諫
早
へ
!!

毎
年
６,
２
５
０
人
に
１
人
の
割
合
で
裁

判
員
と
な
り
、
又
重
大
事
件
に
お
け
る
平

均
開
廷
回
数
は
５
・
６
回
、
平
均
審
理
期

間
は
８
ヶ
月
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
裁

判
員
が
参
加
す
る
裁
判
は
あ
ら
か
じ
め
事

件
の
争
点
が
整
理
さ
れ
る
の
で
平
均
３
日

程
度
で
終
わ
る
と
試
算
し
て
い
る
。

【
質
問
】
長
崎
県
と
し
て
の
周
知
、
Ｐ
Ｒ
な
ど

の
取
り
組
み
と
、
導
入
ま
で
の
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

《
答
弁
》「
県
政
だ
よ
り
」
で
の
紹
介
や
各
市

町
に
対
し
て
住
民
へ
の
周
知
や
広
報
の
協

力
を
要
請
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
関
係
機
関
へ
の
問
い
合
わ
せ
も

増
え
、県
民
の
関
心
も
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

県
と
し
て
も
、
施
行
に
む
け
今
後
と
も

制
度
の
周
知
、
広
報
に
つ
い
て
積
極
的
に

協
力
す
る
。

【
質
問
】
裁
判
員
は
全
有
権
者
の
中
か
ら
無
作

為
抽
出
で
選
任
さ
れ
る
が
、
除
外
さ

れ
る
人
、
裁
判
員
に
な
ら
な
い
人
は
。

《
答
弁
》
事
件
関
係
者
、
国
会
議
員
、
都
道

府
県
知
事
、
市
町
村
長
、
警
察
職
員
、
司

法
関
係
者
、
自
衛
官
な
ど
。
又
70
歳
以
上
、

重
い
疾
病
の
人
、
地
方
議
員
な
ど
は
辞
退

す
る
こ
と
も
で
き
る
。

長
崎
国
体
に
つ
い
て

【
質
問
】
２
順
目
と
な
る
長
崎
国
体
は
平
成
26

年
第
69
回
大
会
と
し
て
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
総
括
的
な

準
備
の
進
捗
状
況
は
。

《
答
弁
》
昨
年
策
定
し
た
「
開
催
準
備
総
合

計
画
」
に
基
づ
き
、
現
在
開
会
式
、
閉
会

式
会
場
地
及
び
競
技
会
場
地
の
選
定
や
審

判
、
役
員
等
の
養
成
事
業
及
び
開
催
基
本

構
想
策
定
な
ど
の
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

【
質
問
】
開
閉
会
式
の
場
所
は
諫
早
市
の
県
立

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
が
適
切
で
あ

る
と
判
断
す
る
が
ど
う
か
。ま
た
具

体
的
な
競
技
種
目
の
各
自
治
体
へ
の

割
り
当
て
に
つ
い
て
、基
本
的
な
考

え
方
は
。

《
答
弁
》
開
閉
会
式
は
長
崎
市
、
佐
世
保
市
、

諫
早
市
の
３
市
を
候
補
地
と
し
て
、
施
設

整
備
、
競
技
運
営
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
面

な
ど
を
総
合
的
に
比
較
、
検
討
し
て
い
る
。

今
年
中
に
は
選
定
し
た
い
。

競
技
種
目
は
平
成
20
年
を
め
ど
に
、
各

市
町
及
び
競
技
団
体
と
調
整
し
選
定
す
る
。

【
質
問
】
国
体
開
催
中
の
来
県
人
員
（
選
手
、

役
員
、
家
族
、
一
般
観
光
客
）
の
見

込
み
及
び
経
済
波
及
効
果
は
。

《
答
弁
》
大
会
期
間
中
の
参
加
者
は
、
監

督
・
選
手
が
約
２
万
３,
０
０
０
人
、
そ
の

ほ
か
、
大
会
関
係
者
、
一
般
関
係
者
を
含

め
ま
す
と
延
べ
１
０
０
万
人
程
度
と
見
込

ん
で
い
る
。

経
済
波
及
効
果
は
、
直
接
投
資
額
の
1.6

倍
程
度
で
岡
山
国
体
で
は
１,
２
２
６
億
円

と
報
告
さ
れ
た
。

【
質
問
】
今
の
小
学
３
年
生
〜
５
年
生
が
長
崎

国
体
で
は
高
校
生
と
な
る
。特
に
こ
の

小
学
生
、ジ
ュ
ニ
ア
育
成
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
か
が
重
要
で
あ
る
が
考
え

方
と
具
体
策（
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
育

成
構
想
）は
。

《
答
弁
》
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
は
最
も
重
要
な
取
り

組
み
の
１
つ
で
あ
り「
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

発
掘
・
育
成
事
業
」
を
立
ち
上
げ
た
。
本
事

業
で
は
、
競
技
団
体
と
連
携
を
し
て
各
地
区

で
体
験
教
室
な
ど
を
開
催
し
、
競
技
人
口
の

拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
有
望
選
手
を
発
掘

し
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の

活
用
を
通
し
て
、
小
・
中
・
高
一
貫
し
た
指

導
体
制
を
構
築
し
て
、
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
選
手
を
育
成
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

農
業
振
興
策
に
つ
い
て

【
質
問
】
島
原
農
高
に
お
け
る
、「
堆
肥
中
の

悪
臭
成
分
の
回
収
方
法
及
び
装
置
」

シ
ス
テ
ム
、「
温
泉
を
用
い
た
ト
マ

ト
栽
培
の
方
法
及
び
装
置
」
な
ど
取

得
済
み
及
び
申
請
中
の
３
件
の
特
許

権
に
つ
い
て
は
、
全
て
共
同
出
願
の

複
数
の
生
徒
に
帰
属
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
進
路
が
異
な
る
生
徒

の
卒
業
後
の
権
利
の
行
使
及
び
管
理

に
つ
い
て
は
将
来
に
禍
根
を
残
さ
な

い
よ
う
に
し
て
お
く
べ
き
だ
が
。

《
答
弁
》
生
徒
の
ア
イ
デ
ア
で
あ
っ
た
の
で

出
願
人
を
生
徒
と
し
特
許
権
を
生
徒
に
帰

属
さ
せ
た
。
今
後
は
、
発
明
者
は
生
徒
及

び
教
員
と
い
う
こ
と
に
す
る
が
、
特
許
権

は
県
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
を
基
本
と
し
て

権
利
の
行
使
と
管
理
を
県
が
行
う
こ
と
で

諸
規
定
を
整
備
す
る
。

【
質
問
】
農
産
物
の
強
化
策
と
し
て
、安
心
安

全
な
高
品
質
の
県
産
品（
み
か
ん
、ジ

ャ
ガ
イ
モ
な
ど
）
を
輸
出
す
る
こ
と

が
販
売
戦
略
と
し
て
重
要
で
あ
る
が
。

《
答
弁
》
温
州
み
か
ん
が
カ
ナ
ダ
に
ク
リ
ス

マ
ス
用
と
し
て
輸
出
さ
れ
て
い
る
が
、
他

は
貿
易
障
壁
に
よ
っ
て
輸
出
が
認
め
ら
れ

て
い
な
い
。
政
府
レ
ベ
ル
で
の
交
渉
の
推

移
を
ふ
ま
え
て
輸
出
促
進
を
図
る
。

県
立
自
然
公
園
に
つ
い
て

【
質
問
】
大
村
湾
県
立
公
園
の
琴
の
尾
岳
の

眺
望
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が

対
策
は
。

《
答
弁
》
今
年
度
の
自
然
公
園
総
合
整
備
事

業
と
し
て
、
老
朽
化
し
た
展
望
台
や
歩
道

の
改
修
を
図
る
た
め
、
現
在
、
必
要
な
測

量
・
設
計
に
着
手
し
た
。
眺
望
改
善
に
つ

い
て
は
民
有
地
の
樹
木
伐
採
に
つ
い
て
、

地
元
市
町
と
協
議
を
行
う
。

【
質
問
】
自
然
公
園
内
外
を
問
わ
ず
ゴ
ミ
の
不

法
投
棄
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
日

ま
で
の
対
策
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

及
び
不
法
投
棄
の
実
態
の
推
移
、
今

後
の
対
策
は
。

《
答
弁
》
各
保
健
所
に
適
正
処
理
推
進
指
導

員
を
配
置
す
る
と
共
に
、
休
日
、
夜
間
に

つ
い
て
は
、
民
間
に
委
託
し
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
て
い
る
。

不
法
投
棄
の
発
見
件
数
は
平
成
11
年
が

６
７
９
件
、
平
成
18
年
が
４
３
５
件
に
な

っ
た
。
ま
た
投
棄
量
も
５
分
の
１
に
減
少

し
た
が
後
を
絶
た
ず
、
そ
の
手
口
も
、
悪

質
、
巧
妙
化
し
て
い
る
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
定
期
的
な
パ
ト

ロ
ー
ル
等
を
実
施
し
監
視
の
強
化
に
一
層

努
め
る
。

医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
、

周
産
期
医
療
な
ど
）に
つ
い
て

【
質
問
】
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
は
広
域

い
わ
ゆ
る
県
下
一
本
で
運
用
さ
れ
る

が
、
離
島
や
僻
地
を
抱
え
る
長
崎
県

は
医
療
格
差
が
あ
り
保
険
料
の
一
律

負
担
は
無
理
が
あ
る
が
、
県
と
し
て

の
指
導
対
処
方
針
は
。

《
答
弁
》
医
療
の
確
保
が
著
し
く
困
難
な
無

医
地
区
等
や
、
一
人
当
た
り
の
医
療
給
付

実
績
が
広
域
連
合
区
域
全
体
と
比
較
し
て

20
％
以
上
低
い
市
町
に
つ
い
て
は
、
不
均

一
の
保
険
料
率
の
設
定
も
認
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
の
で
広
域
連
合
に
助
言

す
る
。

【
質
問
】
総
合
周
産
期
医
療
母
子
セ
ン
タ
ー
が

設
立
さ
れ
た
が
地
域
医
療
の
充
実
を

図
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が
急
務

で
あ
る
が
、
具
体
的
な
対
応
策
、
整

備
状
況
は
。

《
答
弁
》
今
年
の
７
月
、
国
立
病
院
機
構
長

崎
医
療
セ
ン
タ
ー
を
県
の
「
総
合
周
産
期

医
療
母
子
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
指
定
す
る

と
共
に
、
長
崎
市
民
病
院
、
大
学
病
院
、

佐
世
保
総
合
病
院
、
佐
世
保
共
済
病
院
を

地
域
の
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し

て
認
定
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。

今
後
、「
総
合
周
産
期
医
療
母
子
セ
ン

タ
ー
」
を
核
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
中

心
に
周
産
期
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
体
制
の
一
層
の
充
実
に
努
め
る
。

大
村
湾
を
一
周
す
る
湾
沿
岸

道
路
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

【
質
問
】
国
道
２
０
７
号
、
佐
瀬
地
区
の
抜
本

改
良
に
つ
い
て
の
見
通
し
は
。

《
答
弁
》
当
路
線
は
、
沿
線
の
方
々
に
と
っ

て
必
要
な
道
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
元

と
協
議
の
上
、
11
ヶ
所
の
待
避
所
の
設
置

や
、
側
溝
整
備
に
よ
る
幅
員
の
確
保
な
ど

を
行
っ
て
き
た
。

今
年
度
も
引
き
続
き
井
手
下
地
区
に
お

い
て
、
約
１
８
０
ｍ
の
道
路
拡
幅
工
事
を

行
う
予
定
。

今
後
と
も
緊
急
性
の
高
い
箇
所
か
ら
局

部
的
な
改
良
を
進
め
る
。

諫
早
湾
干
拓
を
視
察
（
北
部
排
水
門
）

東
国
原
知
事
と
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト

九
州
各
県
議
会
対
抗
野
球
、投
打
に
活
躍
！

男
の
料
理
教
室
に
参
加

活動スナップ


